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1. はじめに 

大学教養課程の初修外国語教育は，ICTの発達や反転

授業の導入などにより，多様な授業展開が可能となっ

た。筆頭報告者篠塚が2016年度から取り組んでいる日

本-台湾間での遠隔交流実践もその一例と言える。日本

側の初年度中国語学習者と台湾側の日本語学習者たち

が，母語と対象言語による文字を中心とした交流を重

ねる中で，自己開示を含む多様な情報を交換し学習を

進める過程は，教材内の学習課題を習得するそれとは

異なる。それぞれの学習者が自らの働きかけを通して

対象言語の学習課題を獲得し（付与され），そこで各自

にとって必要な言語知識を吸収，使用して交流を重ね

る学びのあり方は，社会構成主義的な学び方と言え，

初年度初修外国語学習の新たな可能性を示唆している

とも言えるだろう。本報告は，2016年度と2017年度の

実践を通じて確認された成果と課題について報告し，

大学初修外国語教育の充実と発展への一助としたい。 

 

2. 問題意識 

2.1 大学教養課程初修中国語の学習者の状況 

 大学教養課程で実施される外国語教育の中で，中国

語教育は英語に次いで実施率の高い言語である（2012

年度，英語99.1%，中国語84.7%）が(1)，日本における

大学中国語教育は履修者数の統計などを確認できず，

初年度学習者と二年次以降の学習者数を把握出来てい

ない。ただし，西山教行らによる第二言語の学習動機

に関する全国調査での中国語の調査結果は一定の参考

になると考えられるし，多くの中国語教員の実感と合

致していると言えるだろう。初年度を含む卒業必要単

位としての学習期間を終え，「単位不用になると継続選

択希望者は，中国語（11.6%）」となる(2)。篠塚の出講す

る大学ではこの傾向がより顕著であり，選択履修とな

る二年次クラスの継続履修率は10%以下である。 

  

2.2 学習初年度における遠隔交流の導入 

社会構成主義の学びとは，大きくは「学習は社会的

(またはグループ内の)相互作用によっておこるものだ

とする考え方」とされており(3)，外国語教育における遠

隔交流は，社会構成主義の教育として位置づけられて

いる(4)。社会構成主義を包括する構成主義について，「構

成主義の教育学は，(1)構成主義の学習論と(2)構成主

義と非構成主義の教授技術を適切に混ぜることを含ん

でいる」(5)との指摘があるが，これは学習初期における

遠隔交流にも当てはまる。外国語教育における遠隔交

流は基本的に中級以上の言語能力を前提としているこ

とが多く，大学の中国語教育における遠隔交流も 2 年

次以降の学習者を対象としている場合が主である。例

えば早稲田大学で実施されていたリアルタイムのビデ

オ会議「アジア学生会議」の2016年度の日本語母語話

者のHSKレベルは5級以上であり，中上級学習者と言

える(6)。初年度即ち初級での実施であれば，一層，遠隔

交流ではない「非構成主義の教授」，学びとの組み合わ

せがより効果的で効率的であろう。篠塚は2016年度か

ら，湯山は2017年度から，初年度後期における遠隔交

流を，中国語教育プラン&システム“游”（ゆう）を利

用した学習での統語論的な構文知識と基礎的な語彙，

発音力を獲得する学習と同時並行的に実践している。 
 

2.3 ICT 活用型中国語教育プラン&システム“游”

と反転授業 

湯山と篠塚が授業の基盤とする e-Learning 中国語教

育プラン&システム“游”は，大量の学習者を抱えなが

ら中国語を運用できる人材の育成に至らないという課

題に応える教育改善策として構想，開発された。“游”

は，ICTの補助による効果的，効率的な音声学習を基礎

に，確実に基礎力を身に付け，運用力を養う ICT 活用

型教育を実施し，中国語を活用できる人材の育成を目

指している(7)。 

この“游”教育システム&プランを基盤にしながら，

篠塚は 2014 年度から，湯山は 2015 年度から反転授業

を実施し，授業時間に制約のある学習環境での習得度

向上を確認した(8)。同時に，反転授業によって多少の自

由が生じる対面授業時間を活用し，様々な活動の導入

を試み，その結果として，現在は，遠隔交流に大きな

可能性と意義を感じている(9)。 

 

2.4 遠隔交流 

遠隔交流は決して新しい教育手段ではない。それは，

遠隔交流に関する先行研究論文からも知ることが出来，

英語教育の場では社会構成主義的な枠組みから論じら

れてきた歴史を持つ(10)。中国語教育においても，実践

報告数はまだ少数であるとはいえ，ICTの発展がそれを

以前より身近にしていると言えよう(11)。日本語教育者

である細川英雄は，市民性教育としての言語教育を論

じ，「ことばの教育とは，「ことばを教える」ことでは

なく，「ことばによって活動する」場をつくることにな
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る」と述べている(11)。遠隔交流はまさに，「ことばによ

って活動する」場であり，学習者の経験しうる学びは，

市民性形成へと繋がる異文化間教育としての「ことば

の学び」になりうるだろう。 

 

2.5 小括 

2.1で述べたように，初修中国語教育では学習二年次

以降で学習者数が激減する。より多くの学習者に外国

語学習が内包しうる多様な学びを提供することを目指

し，初年度教育の充実を図ることは，大学教養課程初

修外国語教育の果たしうる社会的･教育的な意義の一

つだと言えるだろう。 

 

3. 授業デザインの概要 

3.1 “游”教育プラン&システムと反転授業 

e-Learning活用，基礎力活用型“游”教育システムは，

学習者の発音を瞬時に視覚化し模範音声と比較する声

調波形表示機能，自動採点され学習と教員の両者で学

習状況の把握が可能な演習問題などを含む 4 教材から

なり，“游”教育プランは，関与負荷仮説，自動化論に

基づいた質の高い音声教育，学習者の音読行為を基盤

とした授業運営，Focus on formに基づく知識伝授型教

授法の改善など，多くの特徴を持つ(12)。篠塚が担当す

る授業では，“游”教育システム4教材の内，第一部と

第二部の初級学習用教材（紙媒体の教科書有），通常学

習時の習熟度を計測する「到達度テスト」を使用し，

対面授業では“游”教育プランの内，声調符号の自動

音声化，学習者の気づきを促す「一人⇒残る全員」の

集合発音学習など，音読を多用する授業運営方法を，

主に採用している。 

反転授業の構成は，表 1 の通りである。2017 年度後

期に教員自作の学習プリントの内容を拡充した理由は，

2016年度後期つまり遠隔交流実施期に，「到達度テスト」

で測定する通常時の習得度が反転授業実施の他年度と

比較して低下したためである。なお，この拡充により，

2017年度後期の習得度は向上した（表2，3，通常授業

を実施した 2013 年度との比較参照）。プリント学習で

は，2016 年度前後期と 2017 年度前期は学生指名の上，

ホワイトボードに記入させ，全員で音読と答え合わせ

を行った。2017 年度後期は遠隔交流にあてる時間をな

るべく多く確保するために，再び，教材表示モニター

で正答を表示した。遠隔交流実施期間中は，2016 年度

は授業終了前の 15 分間を，2017 年度は 30 分間を交流

の時間とした。これは，2017 年度に履修者数が増加し

交流支援の充実が必要と考えたためである。プリント

学習時及び交流実施時，教員は机間巡視を主とし，学

生の課題実施を補助した。 

 

表1 予習と対面授業 

予習 対面授業 

動画視聴，
学内LMS

上のオリ
ジナル問
題，Quizlet

（必須） 

(2016) “游”初級教材（全内容），プ
リント(前期は全4ページほど，後期は
内容減)，遠隔交流(後期) 

(2017) “游”初級教材（全内容），プ
リント(前後期とも全4ページほど)，遠
隔交流(後期) 

 

表2   2017年度必修クラスと通常授業の成績との

t検定結果 

テスト回 T Df P 

1 -5.38 27 5.47×10-6 

2 3.08 31 0.0043 

3 -4.93 30 2.85×10-5 

4 -2.36 28 0.025 

 

表3   2017年度選択クラスと通常授業の成績との

t検定結果 

テスト回 T Df p 

1 -5.69 31 2.98×10-6 

2 -3.50 27 0.0016 

3 -8.66 21 2.27×10-8 

4 -3.93 17 0.0011 

※2017年度の選択必修クラスは到達度テスト1～3で有意水

準 p=0.01 において，4 で有意水準 p=0.025 において（表 2），

選択クラスは全ての回でp=0.01で有意性が認められた（表3）。 

 

3.2 対象クラス 

遠隔交流を実施したクラスの人数は表 4 の通り。日

本側は，東京理科大学の教養課程初修中国語初年度学

習者（2クラス，2016年度計14名，2017年度計32名）。

2017 年度の自由履修クラスに，家庭内中国語母語話者

を持ち母語を日本語とし大学で中国語を初めて学ぶ学

生が 2 名，この 2 名以外は全員が家庭内中国語母語話

者を持たず母語は日本語である。履修者のほぼ全てが

初級中国語の授業を週 2 コマ履修し，うち 1 コマを篠

塚が担当し，もう 1 コマを中国語母語話者の教員が別

教材にて担当している。台湾側は，文藻外語大學日本

語学科開講授業を履修した学習歴3～6年の専門または

教養日本語学習者(1 クラス，2016 年度計 24 名，2017

年度計30名)である。 

 

表4 対象クラスの人数（人） 

クラス 2016年度 2017年度 

日本側 
選択必修 男5 女4 男11 女10 

自由履修 男2 女3 男6 女5 

台湾側  男8 女16 男5 女25 

 

3.3 遠隔交流の内容 

交流では，2016 年度は日本人 1 名と中国語母語話者

2 名を 1 グループ，2017 年度は日本人 1 名と中国語母

語話者 1 名を 1 グループとし（人数調整のため，各年

度台湾の学生 4 名/2 名が 2 グループに重複参加，2016

年度は名簿順に学生をグループに振り分け，2017 年度

は趣味を考慮してグループ分けを行った），1 グループ

毎にサイボウズ Live（無料グループウェアサイト）の

掲示板を 1 つ割り当てた。交流実施期間中の毎週の課

題として，各自母語と学習対象言語両方で記入するコ

メントの交換を行い（間違えてどちらかしか書かなか

った場合も存在する），自分が属する掲示板への記入は

必須，属さない掲示板への記入は任意とした。 

日本人学生には，各学期一種類ずつ（前期は自己紹

介，後期はテーマ自由）の対象言語によるスピーチを
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課した。自己紹介ではパワーポイントとスピーチ音声

を組み合わせた動画を作成し，テーマ自由のプレゼン

テーションでは，2016年度は前記同様PPTと発表音声

の組み合わせ動画を作成，2017 年度は学習者の登場す

る動画を録画し，掲示板に掲載した。パワーポイント

の作成及びプレゼンテーションの中国語文作成は宿題

とし，プレゼンテーションはグループ内の母語話者に

添削の協力を仰ぐ協働学習とした。音声とパワーポイ

ントを組み合わせる場合の動画は教員が編集した。日

本人学生は他に，2016 年度は台湾側学生のための翻訳

課題の素材として，2017 年度は日本文化紹介として，

「30 秒トーク」の文章と音声を日本語で作成し，掲示

板に掲載した（11月）。 

2017年度は台湾側学生にも「30秒トーク」の作成を

課し，台湾文化を紹介する文章と音読音声を日本語と

中国語の両方で作成し，掲示板に掲載した（11月）。 

 

3.4 遠隔交流の実施日程 

2017年度の遠隔交流の実際の実施日程は表5の通り。

なお，2016年度と2017年度の実施日程には多少差があ

る。具体的には期末プレゼンテーションに関する活動

を2016年度は2017年度よりも早めに行った。 

 

表5 実施日程（2017年度） 

 回 月日 内容 

前
期 

~ 

11 
~6/30 

自己紹介完成，模範音声配布，
練習開始 

12,

13,

14, 

7/7,13,

14,21* 

各クラス各日3～5名ずつ自己紹
介発表と録音，発表当日までに
自己紹介PPT提出 

後
期 

 (10/3) 
（台湾側，自己紹介音声と PPT

提出） 

4 10/6 希望者は自己紹介を再録音 

5 10/13 自己紹介視聴開始 

 (10/17) 
（台湾側，サイボウズLiveにコ
メント記入開始） 

6 10/20 

日本側もサイボウズLiveにコメ
ント記入開始，以降基本的に毎
週コメントを交換 

7,8 
10/27, 

11/3 

日本文化紹介の文章と読み上げ
音声をアップロード（→台湾側
は確認後感想を記入） 

9, 

10,

11 

11/10~

12/1 

テーマ自由のプレゼンテーショ
ン日本語文章と中国語訳をアッ
プロード 

 
(11/14~

12/5) 

（台湾側，プレゼンテーション
の中国語修正協力） 

11,

12 

(11/28)

→
12/1,8 

（台湾側，台湾文化紹介の文章
と音声をアップロード）→日本
側は確認後感想を記入 

15 1/11 
プレゼン発表と録画，発表当日
までにプレゼンPPT提出 

かっこ書きは台湾側の活動。 

「回」は日本側の授業が学期の中で何回目かを示す。 

*7月14日と21日は口頭試験を分割実施したため同じ14回。 

 

前期はほぼ予定通りの日程で事前準備を行えたが，

後期の交流開始後は，学生の欠席や課題未提出などに

より，本来の予定より遅くなる傾向があった。例えば，

日本側学生の課題であるテーマ自由のプレゼンテーシ

ョンは，本来 11 月 24 日には台湾側の修正が終わり日

本側教員に中国語文章を提出する予定になっていたが，

全員からの提出が完了したのは12月中旬を過ぎてから

であった。そのためプレゼンテーションの発表が 1 月

11 日になり，この時には台湾側の授業が期末試験以外

終わっており，本来予定していた日本側プレゼンテー

ション動画の台湾側による視聴と感想の記入が行えな

かった。なお，2016年度は12月中にプレゼンの録音を

終えていたため，視聴と感想送り合いも実施出来てい

た。原因として，2017 年度の履修者の増加（本当は例

年の平均的な人数に戻っただけなのだが）に伴う教員

負担の増加や，選択必修クラスにおける欠席者や課題

未提出者の増加，連絡の不徹底による台湾側の修正協

力作業の遅れ，日本側学生の確認ミス（修正してもら

ったファイルを見落とすなど），教員が考えた各活動日

程が予想していたよりも緊密だったのではないかと予

想される事などがあげられる。 

 

4. 遠隔交流での社会構成主義の学びの可能性 

4.1 コメント交流過程の分析 

表 6 は，2017 年度の実践事例としてあるグループの

掲示板の文章を抜粋したものである（改行は適宜省略

し，簡体字と繁体字の混在，文法的な誤りのある非文

もそのまま掲載）。 

 

表6 遠隔交流掲示板の事例 

日付 文章 

10/17 

(TS*) 

我的名字是（TS）①，現在是文藻外語大學日
本語學科的學生。我也喜歡畫畫，今年到北九
州大學當了交換學生。很高興認識你②！我看
了你的自我介紹，我覺得你的中文講得很好！
還有喜歡漢詩很厲害。 

JS さんの中国語がうまいと思います！それ
に漢詩が好きってすごいです。絵の交流がで
きるならいいですね。これからもよろしくお
願いします！ 

(JT*) 【解説】（略）厲害 lìhai：すごい（略） 

10/20 

(IS*) 

我的名字叫（JS）①。我也看了你的自我介紹。
謝謝你誇奬我的中文①！（略）用電腦畫畫②的
時候，你用什麽软件②？ (略)我的父親來自福
岡，所以我常去福岡。我去過好幾次北九州，
譬如門司，太宰府。（略）很高興認識你②！ 

私もあなたの自己紹介を見ました。私の中国
語を褒めてくれてありがとうございます！
（略）パソコンを使って絵を描くとき、何の
ソフトを使っていますか？（略）私の父は福
岡出身なので、私はよく福岡に行きます。北
九州にも何度か行ったことがあります。たと
えば門司や大宰府などに。（略）これからよ
ろしくお願いします。 

10/24 

(TS) 

謝謝你誇獎我的畫①。我用一個叫做 CLIP 

STUDIO PAINT的軟件②，（略）你除了電腦
以外也會用手畫嗎？我很喜歡福岡！（略） 

僕の絵を褒めてくれてありがとうございま
す！今はCLIP STUDIO PAINTっていうソ
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フトを使ってます。（略）（JS）さんはパソコ
ン以外に、手で絵を描いてますか？ 

(JT) 【解説】（略）用手 yòng shǒu：手で（略） 

10/27 

(JS) 

你好。我知道CLIP STUDIO PAINT。 

對，我也會用手畫。（略）這幅畫用鉛筆、自
動筆和FireAlpaca。（略） 

こんにちは。CLIP STUDIO PAINT知って
ますよ～ はい、私は手でも描きます。（略）
この絵は鉛筆とシャープペンシル、
FireAlpacaを使って描きました。（略） 

*TSは台湾学生（Taiwanese Student），JT は日本人教員

（Japanese Teacher），JSは日本学生（Japanese student） 

  

表 6 中の文字による対話では，日本人学生が中国語

文と日本語文をほぼ対照させながら書いているのに対

して，台湾人学生は中国語文を主とし日本語訳を書い

ていない部分も存在する。波線部は台湾人学生が先に

用い，日本人学生がそれに呼応して用いた表現であり，

二重線部は日本人学生が先に用い，台湾人学生が呼応

するように用いた表現である。網掛けは日本人学生に

とっての未習表現であり，この学生はWeb 上の辞書で

語彙を調べ，或いは，教員に質問して未習表現を取り

入れている（自動翻訳は使用していない）。以下で，興

味深い点を何点かあげ，分析を試みたい。 

波線①：“我的名字是/叫…”は，教材及び教室では

教えておらず，台湾人学生の使用を受けて日本人学生

が取り入れた表現である。この表現は，最初に台湾時

学生によって提示された際，日本語訳を付与されてい

ない。“我叫…”，“名字”という表現は既習であった。

日本人学生によって動詞が“是”から“叫”へ書き換

えられている点も大きな意味を持つ。これは，協働学

習者である台湾人学生によって「足場かけ」が行われ，

「学習の最近接発達領域」にある表現の言語学習が促

進された好例と言えるだろう。 

波線②：“很高興認識你”についても同様で， “人

是你” “我很高興”のように逆の順序で複文としての

学習（ただし，母語話者講師の授業にて）はしており，

最初に台湾時学生によって提示された際日本語訳を付

与されず，また，呼応後の表現に変化はなかったもの

の，①と同様な社会構成主義的な学びが促進された一

例と言える可能性を持つ。 

二重線①：この時点で“誇奬”はは日本人学生にと

って未習で，この語は自分でWeb 上の辞書で調べて用

いた語である。“謝謝你”“我的中文”という既習表現

に，自身で調べた語彙を組み合わせて“謝謝你誇獎我

的中文”と記し，協働学習相手による“謝謝你誇獎我

的畫”の呼応によって，「学習の最近接発達領域」内に

あると想定される言語表現の正しかったことが承認さ

れ，言語学習を促進された好例と言えるだろう。 

二重線②：同様にこの時点で“用”は日本人学生に

とって未習で，“用”の場合は教員から提示され使用

した表現である。これも，上述の二重線部①と同様の

呼応と承認がなされ，言語学習が促進された事例と言

えるだろう。呼応後の返答で日本人学生が“用”を多

用していることは，学習の効果を表しているようで非

常に興味深い。 

このように，初修外国語初年度学習者であっても，

遠隔交流の実践という真正な言語活動が可能であり，

社会構成主義的な学びを通して，教材からは学ぶこと

が難しい表現を含めた，各自の表現行為に沿った学習

対象言語表現の獲得が可能だと言えるだろう。  

 

5. おわりに 

 以上，篠塚と謝が 2016 年度と 2017 年度に日台間で

実践した遠隔交流について報告した。大学教養課程の

初修外国語教育は今，大きな可能性を手にしている。

本報告がその発展の一助となることを願っている。 
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